
(57)【要約】

【課題】輝度を増加または減少する場合に、輝度調整操

作に対して輝度の変化が容易に認識できる表示装置を提

供することを課題とする。

【解決手段】　ユーザの操作に応じて画像情報を表示す

る表示装置の画面の輝度をユーザの操作した操作量に対

応した輝度値になるように制御する際に、ユーザの輝度

調整操作直後の一瞬だけ表示手段の表示画面の輝度をユ

ーザの操作に対応した輝度値よりも大きく変化させた後

、ユーザの操作に対応した輝度値に戻すように制御する

。このようにすると、１回の操作毎の輝度変化が大きく

でき、ユーザは輝度調整操作に対して輝度の変化が容易

に認識できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
入 力 さ れ た 画 像 情 報 を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 ユ ー ザ の 操 作 に 応 じ て 該 表 示 手 段 の 表 示 画 面
の 輝 度 を 制 御 す る 輝 度 制 御 手 段 を 有 す る 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 輝 度 制 御 手 段 は 、 ユ ー ザ の 操 作 直 後 に 前 記 表 示 手 段 の 表 示 画 面 の 輝 度 を 一 旦 ユ ー ザ
の 操 作 に 対 応 し た 輝 度 値 よ り も 大 き く 変 化 さ せ る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 輝 度 制 御 手 段 は 、 ユ ー ザ の 操 作 直 後 の 一 瞬 だ け ユ ー ザ の 操 作 に 対 応 し た 輝 度 値 よ り も
大 き く 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 輝 度 制 御 手 段 は 、 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ き 前 記 表 示 手 段 の 表 示 画 面 の 輝 度 を 操 作 毎 に 段
階 的 に 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 表 示 手 段 は 、 入 力 さ れ た 画 像 情 報 を 表 示 す る 液 晶 表 示 パ ネ ル と 、 該 液 晶 表 示 パ ネ ル の
近 傍 に 配 置 さ れ 該 液 晶 表 示 パ ネ ル を 照 明 す る バ ッ ク ラ イ ト と で 構 成 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 で
あ り 、
　 前 記 輝 度 制 御 手 段 は 、 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ き 前 記 バ ッ ク ラ イ ト の 輝 度 を 制 御 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 バ ッ ク ラ イ ト が 放 電 管 で 構 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 バ ッ ク ラ イ ト が 発 光 ダ イ オ ー ド で 構 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 輝 度 制 御 手 段 は 、 前 記 ユ ー ザ の 操 作 が 連 続 的 に 行 わ れ る と 、 前 記 操 作 に 対 応 し た 輝 度
値 よ り も 大 き く 変 化 さ せ る 制 御 を 行 わ な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ 記 載 の 表
示 装 置 。
　                                                                               
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 画 像 情 報 を 表 示 す る 表 示 装 置 に 係 り 、 特 に 表 示 画 面 の 輝 度 の 調 整 方 法 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 画 像 情 報 を 表 示 す る 表 示 装 置 、 例 え ば 、 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 ユ ー ザ が 表 示 画 面 の 輝
度 を 所 望 の 輝 度 値 に な る よ う に 調 整 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ６ は 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ７ は 液 晶 表 示 装 置 の 輝 度 調 整 操
作 の 説 明 図 で あ る 。 図 ８ は 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 輝 度 調 整 方 法 の 説 明 図 で 、 （ ａ ） は ア ッ
プ 操 作 時 、 （ ｂ ） は ダ ウ ン 操 作 時 で あ る 。 図 ９ は 従 来 の バ ッ ク ラ イ ト の 駆 動 波 形 図 で 、 （
ａ ） は 標 準 輝 度 時 、 （ ｂ ） は 高 輝 度 時 、 （ ｃ ） は 低 輝 度 時 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 １ １ は 入 力 さ れ た 画 像 信 号 を 表 示 す る 液 晶 表 示 パ ネ ル で 、 縦 横 の 選 択 さ れ た 表 示 ラ イ ン
の 交 点 の 画 素 が 表 示 さ れ る 。 １ ２ は 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ の 側 面 に 配 置 さ れ 、 図 示 し な い 導
光 板 に 導 か れ 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ を 背 後 か ら 均 一 に 照 明 す る バ ッ ク ラ イ ト で 、 放 電 管 等 で
構 成 さ れ る 。 ２ １ は 入 力 さ れ た 画 像 信 号 を 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ に 表 示 す る た め に 信 号 変 換
す る 画 像 信 号 処 理 回 路 で あ る 。 ２ ２ は 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ の 縦 横 の 各 表 示 ラ イ ン 毎 に 設 け
ら れ た 駆 動 回 路 で 、 ト ラ ン ジ ス タ 等 で 構 成 さ れ る 。 ３ １ は ユ ー ザ が 表 示 画 面 の 輝 度 を 所 望
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の 輝 度 値 に 調 整 す る た め に 操 作 す る 輝 度 調 整 ボ タ ン で 、 現 状 よ り も 輝 度 を 上 げ る た め の ア
ッ プ ボ タ ン と 、 現 状 よ り も 輝 度 を 下 げ る た め の ダ ウ ン ボ タ ン で 構 成 さ れ 、 ア ッ プ ボ タ ン １
回 の 押 圧 操 作 （ 以 下 、 押 圧 操 作 を 単 に 操 作 と 称 す る ） で 輝 度 が １ 段 階 ア ッ プ し 、 ダ ウ ン ボ
タ ン １ 回 の 操 作 で 輝 度 が １ 段 階 ダ ウ ン す る 。 ３ ２ は 輝 度 調 整 ボ タ ン ３ １ の 操 作 に 応 じ て 所
定 の Ｄ ｕ ｔ ｙ の パ ル ス を 発 生 す る マ イ コ ン 等 の 制 御 Ｉ Ｃ で あ る 。 ３ ３ は 制 御 Ｉ Ｃ ３ ２ の 指
示 に 基 づ き 所 定 の 電 圧 、 Ｄ ｕ ｔ ｙ の パ ル ス を 発 生 し 、 バ ッ ク ラ イ ト １ ２ に 出 力 す る イ ン バ
ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ユ ー ザ が 表 示 画 面 の 輝 度 を 調 整 す る た め に 輝 度 調 整 ボ タ ン ３ １ を 操 作 す る と 、 図 ７ に 示
す よ う に 低 輝 度 か ら 高 輝 度 ま で 操 作 方 向 と 回 数 に 応 じ て 輝 度 が 上 下 に 変 化 で き る 。 例 え ば
、 今 ま で の 輝 度 が 標 準 （ 初 期 設 定 ） で あ っ た 場 合 に 、 ユ ー ザ が ア ッ プ ボ タ ン を １ 回 操 作 す
る （ ＋ 方 向 ） 毎 に （ １ ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作 と 称 す ） 図 ８ （ ａ ） の ご と く 輝 度 が 階 段 状 に 高
く な る 。 ま た 、 ダ ウ ン ボ タ ン を １ 回 操 作 す る （ － 方 向 ） 毎 に （ １ ス テ ッ プ ダ ウ ン 操 作 と 称
す ） 図 ８ （ ｂ ） の ご と く 輝 度 が 階 段 状 に 低 く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 輝 度 を 得 る た め に 、 制 御 Ｉ Ｃ ３ ２ は 図 ９ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） の ご と く バ
ッ ク ラ イ ト １ ２ の 駆 動 パ ル ス の 周 期 Ｔ ０ に 対 す る オ ン （ Ｈ ｉ ） 期 間 を 変 え た パ ル ス （ Ｄ ｕ
ｔ ｙ の 異 な る パ ル ス ） を 出 力 す る 。 つ ま り 、 標 準 輝 度 時 よ り も 明 る く す る 場 合 は 、 今 ま で
図 ９ （ ａ ） の ご と き Ｈ ｉ の 期 間 ｔ ０ の パ ル ス を 出 力 し て い た も の を 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ
う に Ｄ ｕ ｔ ｙ を 高 く （ Ｈ ｉ の 期 間 ｔ ｂ を 長 く ） し 、 暗 く す る 場 合 は 、 図 ９ （ ｃ ） に 示 す よ
う に Ｄ ｕ ｔ ｙ を 低 く （ Ｈ ｉ の 期 間 ｔ ｄ を 短 く ） す る 。 こ の よ う に し て 、 表 示 画 面 の 輝 度 （
明 る さ ） が 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 出 願 の 発 明 に 関 す る 先 行 技 術 文 献 と し て は 次 の も の が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ４ ２ ８ ３ ２ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ ０ は 液 晶 表 示 装 置 の 他 の 輝 度 調 整 操 作 の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 放 電 管 の 寿 命 や 発 熱 の 影 響 を 少 な く す る た め に 、 図 １ ０ に 示
す よ う に 、 標 準 （ 初 期 設 定 ） 値 を 基 準 と し て 高 輝 度 の 範 囲 （ 図 １ ０ の Ａ 領 域 ） に お い て は
、 輝 度 を 増 加 （ ＋ 方 向 ） ま た は 減 少 （ － 方 向 ） す る 場 合 に は 、 標 準 （ 初 期 設 定 ） 値 を 基 準
と し て 低 輝 度 の 範 囲 （ 図 １ ０ の Ｂ 領 域 ） よ り も 輝 度 調 整 ボ タ ン ３ １ の １ 回 の 操 作 に 対 し て
輝 度 の 変 化 が 小 さ く な っ て い る 。 そ の た め に 、 標 準 （ 初 期 設 定 ） 値 か ら 輝 度 を 増 加 さ せ る
場 合 は 、 輝 度 調 整 ボ タ ン ３ １ の １ 回 の 操 作 に 対 し て 輝 度 の 変 化 が 小 さ く な る の で 、 ユ ー ザ
は 画 面 が 明 る く な っ た と い う 認 識 が 得 ら れ な い 。 同 様 に 、 標 準 （ 初 期 設 定 ） 値 を 基 準 と し
て 高 輝 度 の 範 囲 （ 図 １ ０ の Ａ 領 域 ） に お い て 、 高 輝 度 か ら 輝 度 を 低 下 さ せ る 場 合 に も 、 輝
度 調 整 ボ タ ン ３ １ の １ 回 の 操 作 に 対 し て 輝 度 の 変 化 が 小 さ く な る の で 、 ユ ー ザ は 画 面 が 暗
く な っ た と い う 認 識 が 得 ら れ な い 。 そ の た め 、 輝 度 調 整 機 能 が 故 障 し て い る と 勘 違 い す る
と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 表 示 画 面 の 輝 度 を 増 加 ま た は 減 少 す る
場 合 に 、 輝 度 調 整 ボ タ ン の 操 作 に 対 し て 輝 度 の 変 化 が 容 易 に 認 識 で き る 表 示 装 置 を 提 供 す
る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 入 力 さ れ た 画 像 情 報 を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、
ユ ー ザ の 操 作 に 応 じ て 該 表 示 手 段 の 表 示 画 面 の 輝 度 を 制 御 す る 輝 度 制 御 手 段 を 有 す る 表 示
装 置 に お い て 、 前 記 輝 度 制 御 手 段 は 、 ユ ー ザ の 操 作 直 後 に 前 記 表 示 手 段 の 表 示 画 面 の 輝 度
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を 一 旦 ユ ー ザ の 操 作 に 対 応 し た 輝 度 値 よ り も 大 き く 変 化 さ せ る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴
と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 輝 度 制 御 手 段 は 、 ユ ー ザ の 操 作 直 後 の 一 瞬 だ け ユ ー ザ の 操 作 に 対 応 し た 輝 度
値 よ り も 大 き く 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 輝 度 制 御 手 段 は 、 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ き 前 記 表 示 手 段 の 表 示 画 面 の 輝 度 を 操
作 毎 に 段 階 的 に 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 表 示 手 段 は 、 入 力 さ れ た 画 像 情 報 を 表 示 す る 液 晶 表 示 パ ネ ル と 、 該 液 晶 表 示
パ ネ ル の 近 傍 に 配 置 さ れ 該 液 晶 表 示 パ ネ ル を 照 明 す る バ ッ ク ラ イ ト と で 構 成 さ れ た 液 晶 表
示 装 置 で あ り 、 前 記 輝 度 制 御 手 段 は 、 ユ ー ザ の 操 作 に 基 づ き 前 記 バ ッ ク ラ イ ト の 輝 度 を 制
御 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 バ ッ ク ラ イ ト が 放 電 管 で 構 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 記 バ ッ ク ラ イ ト が 発 光 ダ イ オ ー ド で 構 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 輝 度 制 御 手 段 は 、 前 記 ユ ー ザ の 操 作 が 連 続 的 に 行 わ れ る と 、 前 記 操 作 に 対 応
し た 輝 度 値 よ り も 大 き く 変 化 さ せ る 制 御 を 行 わ な い こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 表 示 画 面 の 輝 度 を 増 加 ま た は 減 少 さ せ る 場 合 に 、 輝 度 調 整 ボ タ ン の 操
作 に 対 し て 輝 度 の 変 化 が 容 易 に 認 識 で き る 表 示 装 置 が 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 輝 度 ア ッ プ 調 整 方 法 の 説 明 図 で あ る 。 図
２ は 輝 度 ア ッ プ 時 の バ ッ ク ラ イ ト の 駆 動 波 形 図 で 、 （ ａ ） は 前 回 設 定 時 、 （ ｂ ） は １ ス テ
ッ プ ア ッ プ 操 作 時 、 （ ｃ ） は ２ ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作 時 で あ る 。 図 ３ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に
係 る 液 晶 表 示 装 置 の 輝 度 ダ ウ ン 調 整 方 法 の 説 明 図 で あ る 。 図 ４ は 輝 度 ダ ウ ン 時 の バ ッ ク ラ
イ ト の 駆 動 波 形 図 で 、 （ ａ ） は 前 回 設 定 時 、 （ ｂ ） は １ ス テ ッ プ ダ ウ ン 操 作 時 、 （ ｃ ） は
２ ス テ ッ プ ダ ウ ン 操 作 時 で あ る 。 図 ５ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 他 の 輝 度
調 整 方 法 の 説 明 図 で あ る 。 尚 、 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 は 従 来 と 同 じ 構 成 で あ り 、 ユ ー ザ が 操
作 す る 輝 度 調 整 ボ タ ン ３ １ の 操 作 状 態 に 基 づ い て 制 御 Ｉ Ｃ ３ ２ が 行 う 処 理 が 異 な る だ け で
あ る の で 説 明 は 省 略 す る 。 ま た 、 本 実 施 例 は 表 示 画 面 の 輝 度 を 段 階 的 に 変 え る 都 度 、 輝 度
を 短 時 間 だ け 変 え る 方 向 に 増 加 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ユ ー ザ が ア ッ プ ボ タ ン を １ 回 押 圧 操 作 （ 以 下 、 押 圧 操 作 を 単 に 操 作 と 称 す る ） す る と （
１ ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作 時 ） 、 図 １ の ご と く 前 回 設 定 時 の 輝 度 値 Ｌ ０ か ら 第 １ ピ ー ク 輝 度 値
Ｌ ｕ １ １ ま で 一 旦 上 昇 し 、 時 間 Ｔ の 間 ピ ー ク 輝 度 値 を 保 持 し た 後 、 １ ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作
に 対 応 す る 輝 度 値 Ｌ ｕ １ ０ に 戻 る 。 こ の 状 態 か ら 、 さ ら に 、 ア ッ プ ボ タ ン を １ 回 操 作 す る
と （ ２ ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作 時 ） 、 図 １ の ご と く １ ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作 に 対 応 す る 輝 度 値 Ｌ
ｕ １ ０ か ら 第 ２ ピ ー ク 輝 度 値 Ｌ ｕ ２ １ ま で 一 旦 上 昇 し 、 時 間 Ｔ の 間 ピ ー ク 輝 度 値 を 保 持 し
た 後 、 ２ ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作 に 対 応 す る 輝 度 値 Ｌ ｕ ２ ０ に 戻 る 。 以 下 、 詳 細 は 説 明 し な い
が 、 ３ ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作 時 に つ い て も 同 様 に 輝 度 が 変 更 さ れ る 際 に 、 第 ３ ピ ー ク 輝 度 値
ま で 一 旦 輝 度 が 上 昇 さ れ 、 時 間 Ｔ の 間 ピ ー ク 輝 度 値 を 保 持 し た 後 、 ３ ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作
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に 対 応 す る 輝 度 値 ま で 戻 る 。 つ ま り 、 ア ッ プ 操 作 毎 に 単 に 輝 度 が 階 段 的 に 上 昇 す る の で は
な く 、 階 段 の 先 端 に ピ ー ク が 形 成 さ れ て い る 点 が 従 来 と は 異 な る 。 そ の 結 果 、 従 来 は ア ッ
プ ボ タ ン の １ 回 操 作 で 輝 度 値 が Ｌ ｕ １ ０ － Ｌ ０ し か 変 化 し な か っ た も の が 、 本 発 明 で は ア
ッ プ ボ タ ン の １ 回 操 作 で 短 時 間 で は あ る が 輝 度 値 が Ｌ ｕ １ １ － Ｌ ０ と 大 き く 変 化 で き 、 ユ
ー ザ は ア ッ プ ボ タ ン の 操 作 時 に （ ま た は 操 作 時 毎 に ） 輝 度 変 化 が 容 易 に 認 識 で き る よ う に
な る 。 尚 、 ピ ー ク 輝 度 値 を 保 持 す る 期 間 は 短 く 、 一 時 的 な 変 化 な の で 変 化 を 感 じ る 程 度 で
あ り 輝 度 調 整 に 支 障 は 生 じ な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う な 輝 度 パ タ ー ン を 得 る た め に 、 制 御 Ｉ Ｃ ３ ２ は ア ッ プ ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、
バ ッ ク ラ イ ト １ ２ の 駆 動 パ ル ス の 周 期 Ｔ ０ に 対 す る オ ン （ Ｈ ｉ ） 期 間 を 変 え た パ ル ス （ Ｄ
ｕ ｔ ｙ の 異 な る パ ル ス ） を 出 力 す る 。 つ ま り 、 今 ま で 図 ２ （ ａ ） の ご と き Ｈ ｉ の 期 間 ｔ ０
の パ ル ス を 出 力 し て い た も の を 、 １ ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作 時 に は 、 図 ２ （ ｂ ） の ご と く Ｈ ｉ
の 期 間 ｔ ｕ １ １ （ 但 し 、 ｔ ｕ １ １ ＞ ｔ ｕ １ ０ ＞ ｔ ０ ） の パ ル ス を 時 間 Tの 間 出 力 す る 。 そ
し て 、 操 作 か ら 時 間 T経 過 後 は Ｈ ｉ の 期 間 ｔ ｕ １ ０ の パ ル ス を 出 力 す る 。 ま た 、 ２ ス テ ッ
プ ア ッ プ 操 作 時 に は 、 図 ２ （ ｃ ） の ご と く Ｈ ｉ の 期 間 ｔ ｕ ２ １ （ 但 し 、 ｔ ｕ ２ １ ＞ ｔ ｕ ２
０ ＞ ｔ ｕ １ ０ ） の パ ル ス を 時 間 Tの 間 出 力 す る 。 操 作 か ら 時 間 T経 過 後 は Ｈ ｉ の 期 間 ｔ ｕ ２
０ の パ ル ス を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 ユ ー ザ が ダ ウ ン ボ タ ン を １ 回 操 作 す る と （ １ ス テ ッ プ ダ ウ ン 操 作 時 ） 、 図 ３ の ご
と く 前 回 設 定 時 の 輝 度 値 Ｌ ０ か ら 第 １ ピ ー ク 輝 度 値 Ｌ ｄ １ １ ま で 一 旦 下 降 し 、 時 間 Ｔ の 間
ピ ー ク 輝 度 値 を 保 持 し た 後 、 １ ス テ ッ プ ダ ウ ン 操 作 に 対 応 す る 輝 度 値 Ｌ ｄ １ ０ に 戻 る 。 さ
ら に 、 ダ ウ ン ボ タ ン を １ 回 操 作 す る と （ ２ ス テ ッ プ ダ ウ ン 操 作 時 ） 、 図 ３ の ご と く １ ス テ
ッ プ ダ ウ ン 操 作 に 対 応 す る 輝 度 値 Ｌ １ ０ か ら 第 ２ ピ ー ク 輝 度 値 Ｌ ｄ ２ １ ま で 一 旦 下 降 し 、
時 間 Ｔ の 間 ピ ー ク を 保 持 し た 後 、 ２ ス テ ッ プ ダ ウ ン 操 作 に 対 応 す る 輝 度 Ｌ ｄ ２ ０ に 戻 る 。
つ ま り 、 操 作 毎 に 単 に 輝 度 が 階 段 的 に 下 降 す る の で は な く 、 階 段 の 先 端 に ピ ー ク が 形 成 さ
れ て い る 点 が 従 来 と 異 な る 。 そ の 結 果 、 従 来 は １ 回 操 作 で 輝 度 変 化 が Ｌ ０ － Ｌ ｄ １ ０ で あ
っ た も の が 、 本 発 明 で は １ 回 操 作 で 輝 度 変 化 が Ｌ ０ － Ｌ ｄ １ １ と 大 き く な り 、 ユ ー ザ は ダ
ウ ン ボ タ ン の 操 作 時 に （ ま た は 操 作 時 毎 に ） 輝 度 変 化 が 容 易 に 認 識 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な 輝 度 を 得 る た め に 、 制 御 Ｉ Ｃ ３ ２ は バ ッ ク ラ イ ト １ ２ の 駆 動 パ ル ス の オ ン （
Ｈ ｉ の 期 間 ） ・ オ フ （ Ｌ ｏ の 期 間 ） の 比 率 を 変 え た パ ル ス を 出 力 す る 。 つ ま り 、 図 ４ （ ｂ
） の ご と く １ ス テ ッ プ ダ ウ ン 操 作 時 に は 、 Ｈ ｉ の 期 間 ｔ ｄ １ １ （ 但 し 、 ｔ ０ ＞ ｔ ｄ １ ０ ＞
ｔ ｄ １ １ ） の パ ル ス を 時 間 Tの 間 出 力 す る 。 操 作 か ら 時 間 T経 過 後 は Ｈ ｉ の 期 間 ｔ ｄ １ ０ の
パ ル ス を 出 力 す る 。 ま た 、 図 ４ （ ｃ ） の ご と く ２ ス テ ッ プ ダ ウ ン 操 作 時 に は 、 Ｈ ｉ の 期 間
ｔ ｄ ２ １ （ 但 し 、 ｔ ｄ １ ０ ＞ ｔ ｄ ２ ０ ＞ ｔ ｄ ２ １ ） の パ ル ス を 時 間 Tの 間 出 力 す る 。 操 作
か ら 時 間 T経 過 後 は Ｈ ｉ の 期 間 ｔ ｄ ２ ０ の パ ル ス を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 尚 、 図 ５ の ご と く 前 回 設 定 時 の 輝 度 値 Ｌ ０ か ら 第 １ ピ ー ク 輝 度 値 Ｌ ｕ １ １ ま で 一 旦 上 昇
し 、 ピ ー ク を 保 持 せ ず に 、 徐 々 に １ ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作 に 対 応 す る 輝 度 値 Ｌ ｕ １ ０ に 戻 る
。 さ ら に 、 ア ッ プ ボ タ ン を １ 回 操 作 す る と （ ２ ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作 時 ） 、 図 ５ の ご と く １
ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作 に 対 応 す る 輝 度 値 Ｌ ｕ １ ０ か ら 第 ２ ピ ー ク 輝 度 値 Ｌ ｕ ２ １ ま で 一 旦 上
昇 し 、 ピ ー ク を 保 持 せ ず に 、 徐 々 に ２ ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作 に 対 応 す る 輝 度 値 Ｌ ｕ ２ ０ に 戻
る よ う に し て も よ い 。 要 は ユ ー ザ の ス テ ッ プ ア ッ プ 操 作 時 に 輝 度 変 化 が 大 き く な る よ う に
制 御 す る 。 ま た 、 輝 度 を 下 降 さ せ る 場 合 に も 同 様 の 操 作 を 行 う こ と に よ り 、 操 作 時 に 輝 度
変 化 が 大 き く で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 表 示 画 面 の 輝 度 を 段 階 的 に 増 加 ま た
は 減 少 す る 場 合 に 、 輝 度 調 整 ボ タ ン の 操 作 に 対 し て 輝 度 の 変 化 が 容 易 に 認 識 で き る 表 示 装
置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 尚 、 本 実 施 例 で は 、 輝 度 を 上 昇 ま た は 下 降 さ せ る と 輝 度 を 一 旦 操 作 に 対 応 し た 輝 度 値 よ
り も 大 き く 変 化 さ せ た が 、 連 続 操 作 に よ り 操 作 前 と 操 作 後 の 輝 度 変 化 量 が 大 き い 場 合 に つ
い て は 、 ユ ー ザ の 操 作 に 対 応 す る 輝 度 の 変 化 が 判 り 易 い の で 、 こ の よ う な 制 御 を 行 う 必 要
は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 バ ッ ク ラ イ ト と し て 放 電 管 以 外 に 、 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） を 使 用 し た 場 合 に
つ い て も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 輝 度 を 制 御 す る 方 法 と し て 、 Ｄ ｕ ｔ ｙ を 制 御 す る
他 に 電 流 を 制 御 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 表 示 装 置 と し て 液 晶 表 示 装 置 を 例 に 述 べ た が 、 Ｃ Ｒ Ｔ を 使 用 し た 表 示 装 置 に つ
い て も 、 表 示 画 面 の 輝 度 を 段 階 的 に 増 加 ま た は 減 少 す る 場 合 に も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
こ の 場 合 に は 輝 度 調 整 方 法 と し て Ｄ ｕ ｔ ｙ を 制 御 す る 代 わ り に 電 流 値 を 制 御 す る よ う に す
れ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 輝 度 ア ッ プ 調 整 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 輝 度 ア ッ プ 時 の バ ッ ク ラ イ ト の 駆 動 波 形 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 輝 度 ダ ウ ン 調 整 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 輝 度 ダ ウ ン 時 の バ ッ ク ラ イ ト の 駆 動 波 形 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 他 の 輝 度 調 整 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 液 晶 表 示 装 置 の 輝 度 調 整 操 作 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 輝 度 調 整 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の バ ッ ク ラ イ ト の 駆 動 波 形 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 液 晶 表 示 装 置 の 他 の 輝 度 調 整 操 作 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ １ ・ ・ ・ 液 晶 表 示 パ ネ ル
　 １ ２ ・ ・ ・ バ ッ ク ラ イ ト
　 ２ １ ・ ・ ・ 画 像 信 号 処 理 回 路
　 ２ ２ ・ ・ ・ 駆 動 回 路
　 ３ １ ・ ・ ・ 輝 度 調 整 ボ タ ン
　 ３ ２ ・ ・ ・ 制 御 Ｉ Ｃ
　 ３ ３ ・ ・ ・ イ ン バ ー タ
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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